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【問題と目的】  

発達障害の中でも，ASD はその特性や状態像が多様である

ため（Wing & Attwood, 1987），試験における合理的配慮の提供

にあたっては，認知機能や状態像の把握が必要不可欠である。

さらに，連番発表（1）より，ASD 者には一律の時間延長ではな

く，状態像に応じた配慮が必要であることが示唆される。時間延

長という合理的配慮は，正解は分かるが時間が不足している場

合に特に必要である。したがって，本研究では，通常条件におけ

る学力テスト得点が全国平均に近しい ASD 者を対象に，特に時

間延長が必要と考えられる特性および状態像について，ASD 者

の個別事例より示唆を得ることを目的とする。 
【方法】 
調査対象者・分析 連番発表(1)の ASD 者 13 名において,試験

時間の延長により学力テストの得点の増加が見られた 9 名のう

ち,時間延長なしの得点がセンター試験の全国平均点 118 点以

上かつ ASD 者の中で最も延長条件の得点が高かった 2 名を抽

出し,事例的な検討を行なった。対象者は連番発表(1)の Group2
のうち, A(男性,18 歳 9 ヶ月)と B(男性,19 歳 9 ヶ月)であった。 
課題 連番発表(1)の通り。 
【結果】結果を以下の Table1 に示す。 

A の状態像 A は認知特性として，言語的な理解は得意であるも

のの，聴覚情報の保持は苦手であることが窺えた。さらに, 
CANTAB における IEDTTA のエラー数の多さや AQ の切り替え

の得点の高さから，柔軟な思考や切り替えにおける難しさが推察

された。また ASD 特性として，新奇場面への不安や，問題を何

度も確認するなどの強迫的行動があると考えられた。 
Bの状態像  B は認知特性として, WAIS の結果より言語的理解

は得意であるものの，素早い情報の処理が苦手であることが窺え

た。また，素早い処理の苦手さは，成績への不安につながってい

ることも推察された。ASD 特性として, CANTAB 時の様子や困り

感アンケートの回答より切り替えの難しさが，ASD 困り感の回答

より自身の習慣へのこだわりがあると考えられた。加えて，テスト

困り感より聴覚情報のみでは情報を理解することの難しさがあると

考えられた。これらの特性や, ADOS における比較得点から, 中

度の ASD であると考えられるが，困り感アンケートや AQ の得点

は低く，適切な自己モニタリングの難しさが推察された。 
【考察】   

テストにおける合理的配慮が必要な特性として, 主に以下の 3
つが示唆された。①言語理解と他の合成得点とのディスクレパン

シー：英語試験は言語能力を測定することを目的としていると考

えられる。しかし,本事例 2 名のように VC(言語的な情報や知識

を状況に合わせて使用する力)に比べて, WM, PS の領域が苦手

である ASD 者は,問題文を何度も確認することや, 解答の記述

に時間を要することが想定されるため, 試験時間が十分でない

場合, 本来有している言語能力が発揮されにくい可能性が考え

られる。そのため, これらの認知的特性に対しては, 時間延長の

合理的配慮を講じる必要があると言える。②切り替えの難しさ：A, 
B はともに切り替えの難しさがあると考えられる。これは, 連番発

表(1)における認知的柔軟性の低さと関連していると考えられる。

さらに B は CANTAB における様子より, 切り替えが難しく動揺し

やすいことも考えられるため, 時間延長により問題形式の変更に

対応する時間を設けるなど, 安心して試験に取り組む環境を提

供する必要性が示唆される。③こだわり・強迫: A は強迫的な確

認傾向が，B は習慣へのこだわりが窺えた。ASD者は⼆次障害
として強迫症状を呈しやすいことが指摘されている(Piven & 
Palmer, 1999)。特に A は問題⽂を何度も読み直してしまうこ
とから, 試験において必要以上に時間を要していることが推
察され, 強迫⾏動が試験のパフォーマンスに影響を与えてい
る可能性が推察される。したがって，ASD者のこだわりや
強迫傾向は試験時間延⻑の根拠になりうると考えられる。 
以上より, これらの特性は試験における時間延⻑の合理的
配慮が必要な根拠になると考えられるが，Bの状態像より
ASD者の試験への合理的配慮として，視覚的な情報の提⽰
も必要である可能性が考えられる。また，Bは⾃⾝の困り
感やニーズが低いという点も特徴的である。したがって, 
ASD者の試験における合理的配慮の提供にあたっては，主
観的な困り感と, WAISや CANTAB, ADOSなどの客観的な
指標による包括的評価が必要であると考えられる。 
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Table1 A, B の各課題の結果 
A B

普通条件 134 168
延⻑条件 145 174
Social affect 6 7
RRB 5 1
total 5 5
VC 144 141
PR 110 118
WM 96 117
PS 116 102

検査時の様⼦

他機関から数値のみ情報提供の
ため様⼦不明。

制限時間を気にする様⼦や，素
早い処理が求められる課題で⾃
⾝の成績を気にする様⼦が⾒ら
れた。

SSTDES(抑制機能)
ASD平均40.39(3.8)

42 36

SSPFTE(視覚記憶: 順再⽣)
ASD平均13.07(8.09)

5 9

SSPRTE(視覚記憶:逆再⽣)
ASD平均11.13(6.17)

4 4

SWMTE468(視空間WM)
ASD平均8.47(9.10)

2 13

IEDTTA(認知的柔軟性)
ASD平均112.8(55.25)

233 109

課題時の様⼦

最初の課題時には⼿を硬く握る
など，新奇課題への緊張の強さ
が⾒られた。

IEDにおいて, ルールが切り替
わった際に動揺していたものの,
ルールを理解した後は落ち着い
て取り組んだ。

ASD困り感得点
ASD平均34.47(19.32)

28 19

ASD困り感：
得点の⾼い項⽬（⼀部）

(⾃閉的困り感)突然予定が変更
されると混乱してしまう。

(⾃閉的困り感)⽣活のリズムが
乱されるのは苦痛だ。

テスト困り感得点
ASD平均 69.87(22.92)

74 41

テスト困り感：
得点の⾼い項⽬（⼀部）

（こだわり・強迫）問題⽂を正
しく読めているはずなのに，何
度も確認してしまう。

(注意・集中)⼝頭だけで説明さ
れると内容が理解できず困る。

社会的スキル 10 4
注意の切り替え 9 6
細部への関⼼ 3 5
コミュニケーション 7 3
想像⼒ 6 5
AQ合計得点 35 23

※ ()=SD，CANTABの数値はエラー数を表す。
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